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第47号
桜丘区民センター運営協議会

〒156-0054世田谷区桜丘5-14-1
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ひ
ろ
げ
よ
う
、
つ
な
げ
よ
う
、
人
の
輪
を
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平成2

蘭丘区日
まて

1:月 9日 (I

手指を動かすことで脳を刺激し脳

を活性化する効果のある折り紙。

今回はピエ□を作るワークショッ

プでした。

おいしいお抹茶とお菓子をゆБたりとした
気分で味わえるお茶席。    

・
櫻

家族連れあり、お友達あり。たくさ

域の方々が楽しんでいかれました。

▲̀

′ A
心●

桜の葉も色づき秋が深まる

ターまつり」が開催され意し

しい子どもたちの作品、生活

人生の深みが感じられるベテ

多くの方が見入つていました

続ける音楽や舞踊のサークル

い世代の仲間が惜しみない拍

なゆるキャラが登場した児童

館主催「本のリサイクル市」

等も、参加者皆さんの地域へ

イベントでした。

桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
　
事
務
局
長

谷
　
　
正
美

「セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
」
の
展
示
作
品
の
前
で
語
ら

い
、
お
茶
席
で
ふ
れ
あ
い
、
発
表
会
で
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
大
い
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

「ひ
ろ
げ
よ

う
　
つ
な
げ
よ
う
　
桜
丘
か
ら
人
の
輪
を
」
を
統

一
テ
ー
マ
に
、
地
域

・
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
交
流

の
輪
を
広
め
る
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
　
企
画
委
員
　

大
高
真
佐
子

開
会
式
で
は
さ
く
ら
ん
ぼ
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
皆

さ
ん
が
手
作
り
の
ウ

エ
の
コ
サ
ー
ジ

ュ
と

「北
の
海
女
」

の
鉢

巻
き
姿
で

「あ
ま
ち
ゃ
ん
」
を
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
作
品
に
は
、
大
人
に
は
思
い
つ
か
な
い
ア
イ
デ

ア
が
い
っ
ぱ
い
。
ど
の
作
品
も
興
味
深
く
、
パ
ワ
ー
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幼
∵

小

‥
甲
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
と
は
、
展

示
会
場
の
設
営
、
当
日
の
お
手
伝
い
な
ど
、
大
変
な
な
か
に
も
、

楽
し
く
素
敵
な
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
力
を
感
じ
る

セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
で
し
た
。

《
バ
ス
ツ
ア
ー
研
修
会
》

ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
新
秋
。

恒
例
の
バ
ス
ツ
ア
ー

（視
察
研

修
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
八
王
子
の
第
九
方

面
本
部
、
消
防
救
助
機
動
部
隊

（通
称
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ

ュ
ー
）

の
見
学
、
そ
し
て
、
高
尾
山
に

あ
る
薬
王
院

へ
の
参
拝
と
い
う

内
容
で
し
た
。

ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ

ュ
ー
で
は
、
普
段
は
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
救
助
訓
練
を
見
学
し
、
高
度
な
技

術
を
持

っ
て
災
害
に
取
り
組
む
方
々
へ
の
感
謝
を
新
た

に
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
訪
れ
た
薬
王
院
は
、
奈
良
時
代
、
行

基
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
１
２
０
０
年
の
歴
史
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「ミ

シ
ュ
ラ
ン
」
で
三
ツ
星
を
獲
得
し
た
高
尾
山
は
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
ゆ

っ
く
り
と
登
り
な
が
ら
自
然
に
囲

ま
れ
、
清
々
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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このまちでもつと

遊びたいクマ
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世田谷区「

くきサク

詳妻ぜ恥議鍵羹ぎζttλ気で
なか、′ll百例の「桜丘区民セン

た。展示の部門では、可愛ら

に彩りを与える手芸や工芸、

ラン世代の様々な芸術作品に

。集会室では、地域で活動を

のステージが披露され、幅広

手を送りました。また、新た

館まつり、毎回大盛況の図書

、模擬店、フリーマーケット

の愛着が感じられる心温まる

にぶ冷

かわい

した。

子ども蒙7‐恩祗塁

これから桜丘地区のイベントなど

に地元ゆるキャラとしてどんどん

登場していきます。

直

賀
クラ

¬

7ッキング
桜丘区民センターで活動中のスクラッフ

ブッキングサークルc

お気に入りの写真を楽しく飾ることで、

思い出をより鮮明に残すことが出来ます。

展示されているものを手にとってこんな

風になつてるんだ !と 驚きの声も上がっ

ていました。

■ 目目摯

ぽ

区民センターまつりは、各参加団体、幼稚園・学校 PTAな ど老いも若きも幅広い世代の協力で一日かけて準備
されます。白を基調とした壁面づくりは、作品の鮮やかさが引き立つと好評でした。お疲れ様でした。

前
日
準
備
の
様
子

|

■

鉦
口

ン …筆つサ

翁澤甲蓼覇

― |ヽ

要雪警

麒 は‡

´ ´ ´
~~´ ~~~~一

´ ~

金

¬
¬
」

□
■
ヨ

司
轟 1紙|:

機

響

二」
す。鵞‐
事ヽ‐

蛯熔麒 メ

L ´
■
｝
蔵
細̈静ぽ

【

】

¬
」

」
諦彎彎撃

‐|

〓一



行 事予告 ⑫12月 ～ 3月平成25年度 これからの″
※予定は変更になる場合があります。

籠丘まちブ くリク リスマスコンサー ト

:2日 22日 (日・祝)年 後 3時30分一
艤丘ホーんにて

第一部)歌とおはなし/第二部)ク リスマス曲の演奏
入場料 :小学生以下は無料 大人は1,000円

桜丘まちづくり協議会 問い合わせ 9427-4181

こんにゃく作り講習会

:日25日 (土 )

川場村から講師を

招きこんにゃくを

作ります。

お土産もあります。

′ く 昨年の講習会の様子

あ♪ライブ
2日 9日 (日 )年 後 :躇30分一

演奏あり、語りあり。子どもから大人まで楽しめます。

壮年期・フアイティングエクササイズ
2日 f5022日 (土)午 後 2時―

児童館・保健センターとの共催。就労者世代
が運動をはじめるきっかに。連続講座です。

音楽のつどいコンサート

3日 :5日 (土)午後 :時30分一
♪ゲスト ニ期会会員 志摩 大喜さん (テノール)

卓球のつどい

3日 22日 (土)
年後 l階～

ダブルス戦による

試合を行います。

終了後は豚汁を頂
きながら交流会が

あります。
く 昨年の様子

おまつり

1音祭

■
―

よい

宵こら
:日 25日 (土)午 後 3時～

ヽ
、
、

ィC
冑
こ
う
奮
祭

レ

い̂

お

ま

つ

り

今
、
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

歩
き
始
め
た
く
ら
い
の
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
、

楽
し
く
美
し
く
年
齢
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄

り
ま
で
、
よ
り
幅
広
い
年
代
の
地
域
住
民
の
皆
様

に
、
も

っ
と
も
っ
と
区
民
セ
ン
タ
ー
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
始
め
た
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
、
そ
れ
が
「宵
こ
ら
音
祭
」
で
す
。

そ
の
第
１
回
目
が
、
９
月
２８
日
土
に
桜
丘
ホ
ー

ル
の
集
会
室
で
行
わ
れ
、
当
日
は
立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
２
部
構
成
で
行
わ
れ

た
歌
と
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
。

「あ
、
こ
の
歌
聴
い

た
事
が
あ
る
」
思
わ
ず
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て
し

ま
う
、
そ
ん
な
楽
し
い
２
時
間
で
し
た
。

続
い
て
、
第
２
回
目
は
Ｈ
月
２３
日
土
ピ
ア
ノ
と

弦
楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ほ
か
、
生
の
音
を
聞

く
の
は
初
め
て
と
い
う
方
も
多
か
っ
た
尺
八
の
し

ら
べ
も
披
露
さ
れ
、
和

。
洋
の
競
演
と
な
り
ま
し

た
。さ
て
、
次
回
は
１
月
２５
日
土
午
後
３
時
か
ら
。

第

一
部

「お
は
な
し
と
音
楽
で
宮
沢
賢
治
の
世
界

へ
」
第
二
部

「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
の
優
し
い

調
べ
に
の
せ
て
」
。
趣

向
の
異
な
る
ス
テ
ー
ジ

に
魅
了
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
入
場
は
無
料
。

先
着
１
２
０
名
様
ま
で
。

今
後
も
こ
の
企
画
は
続

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。

デ
ィ
ス
プ
じ
イ

・

プ
翻
ジ
ェ
ク
ト
進
籍
幸
Ｊ
・

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
区
民
セ
ン
タ
ー
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
１０
月
は
、

２
階
廊
下
に
カ
ボ
チ
ャ
ラ
ン
タ
ン
が
楽
し
い

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
ワ
ー
ル
ド
の
出
現
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
季
節
感
あ
ふ
れ
る
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
乞
う
ご
期
待
。　
一
緒
に
作

っ
て

く
だ
さ
る
方
も
募
集
中
で
す
―

第 1回のステージの様子

ヽ
燿
仄
蒙

蘇
ｋ

．．．．．．

◆
編
集
後
記
◆

編
集
経
験
ゼ
ロ
の
シ
ロ
ウ
ト
集
団
で
作
り
上
げ
た

今
号
は
い
か
が
で
し
た
か
？

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
特
集
号
と
い
う
こ
と
で
、
幅
広

い

（そ
の
差
八
十
歳
以
上
―
）
世
代
の
活
動
の
成
果

と
温
か
な
交
流
、
そ
し
て
我
が
ま
ち
桜
丘
の
文
化
が

大
き
く
育

っ
て
い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
紙
面
づ

く
り
を
し
て
み
ま
し
た
。
大
好
き
な
桜
丘
の
ま
ち
づ

く
り
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
写
真
や
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ハロウィーンの様子

」
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